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中１数学 ２０１９年度 夏期講習 合同とその応用Ａ 本問解答 

§５ 合同とピタゴラスの定理 

※ 欠席してしまった場合は、問 5.1, 問 5.2を自分で確認してください。

問５.１ 

△ABHと△DCIにおいて、

ABCDは平行四辺形で AHIDは長方形なので、

BC=AD=HIより、BC+CH=CH+HI 

ゆえに、BH=CI ····································································· ①

また、AHIDは長方形なので、AH=DI ······························ ②

AHIDは長方形なので、AH // DI だから、

∠AHB=∠DIC（同位角定理） ············································ ③

①②③より、△ABH≡△DCI（二辺夾角相等）

これより、平行四辺形 ABCDと長方形 AHIDは、

合同な三角形△DCI,△ABHを付け加えると同じ四角形 ABIDとなるので、

補充合同である。

よって、平行四辺形 ABCDの面積=長方形 AHIDの面積

問５.２ 

ピタゴラスの定理は、ABを 1辺とする正方形（Sとする）の面積と、BCを 1辺とする正方形と CAを
1辺とする正方形をあわせたもの（Tとする）の面積が等しいという主張であるから、図形 Sと Tが補
充合同であることを証明すればよい。

下図のように S, Tに△ABCと合同な三角形を 4つずつ付け加えると、どちらも 1辺の長さがBC CA の

正方形となるので、S, Tは補充合同である。
よって、定理は示せた。
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